
「テレワーク」の徹底を！

✔ テレワークや時差出勤等の活用により

出勤者を最大でも３割に抑制

✔ 都県境を越える出張は控えて、

オンライン会議の活用を



〇 対象期間 令和３年４月12日(月)～５月11日(火)【30日間】

飲食店等に対する協力金について

緊急事態宣言に伴う営業時間短縮等の要請に、全面的にご協力

いただいた飲食店等に対し、事業規模に応じた協力金を支給

〇 支給額 一店舗あたり 中小企業：６８万円～６００万円

（予定） 大企業 ：上限６００万円

※詳細は追って公表



＜支給対象及び支給額＞

大規模施設に対する協力金について
休業要請の対象となる大規模施設及び、当該施設に入居する

テナントが要請に応じて頂いた場合、協力金を支給

〇 大規模施設（1,000㎡超） ３４０万円

〇 当該施設内のテナント ３４万円

※ やむを得ない理由で4月25日（日）からの取組の開始が間に合わず、４月27日（火）

からのご協力となる大規模施設に300万円、テナントに30万円をそれぞれ支給

※ 詳細は追って公表

＜対象期間＞

令和３年４月25日（日）から５月11日（火）まで



中小企業等に対する支援金について

休業の協力依頼に全面的に応じていただいた中小企業、個人

事業主等を対象とした都独自の支援金制度を創設

〇支給額 34万円

〇対象期間 令和３年４月25日（日）から５月11日（火）まで

※ やむを得ない理由で4月25日（日）からの取組の開始が間に合わず、

４月27日（火）からのご協力となる事業者に30万円を支給

※ 詳細は追って公表



 急速な感染拡大に対応できるよう、病床転用の準備を要請
【４/２時点】 【４/２３時点】

 回復期の患者を受け入れる回復支援病院を確保
（約200施設・約1,000床）

最大確保病床 ６，０４４床

確保済 ５，０４８床

うち、都立公社
１，７００床

感染拡大時に転用する病床
９９６床

うち、重症
３３２床

最大確保病床 ６，０４４床

確保済 ５，５３３床

うち、都立公社
２，０００床

感染拡大時に転用する病床
５１１床

うち、重症
３７３床

医療提供体制等の確保に向けた取組



検査体制の拡充

検査体制（ＰＣＲ検査等の処理能力） ※最大時

 過去に経験したことのない感染状況下でも、十分に対応
可能な検査体制を整備

約６.８万件／日 約９.７万件／日

（11月時点） （現在）



１２０．７万

人

４７．９％

高齢者向け新型コロナワクチンの割当

東京都

高齢者人口 約３１１万人
ワクチン配分数 約１４９万人分
配分割合 約４８％

 都内高齢者の約半数の方が２回接種可能なワクチンを確保

第３クールまで
（４月１９日の週まで）

第４クール
（５月３日の週まで）

第５クール
（５月１０日・１７日

の週まで）

２万人分

２８万人分

１４９万人分

【参考】全国

高齢者人口 約3,600万人
ワクチン配分数 約1,269万人分
配分割合 約35％



緊急的な一時宿泊場所の提供

○ビジネスホテルを提供

•対 象 住まいを失った方

•受付期間 緊急事態措置期間中

•受 付 ＴＯＫＹＯチャレンジネット

•問合せ先 ０１２０－８７４－２２５

０１２０－８７４－５０５（女性専用）



女性の方への相談体制

各相談窓口の連絡先、受付時間等はHPに掲載

○ 暮らしの中で様々な悩みを抱える方

○ 仕事や住まいを失った方

○ 家に居場所がない未成年等の方

○ 外国人の方 ○ 生きづらさを抱える方

東京都 女性への相談体制 検索



学校の対応

○ 高校は、時差通学の徹底とともに分散登校を実施

○ 4月29日～5月9日は、全高校でオンラインを活用し、

全生徒は自宅学習

○ 部活動や飛沫感染の可能性の高い活動などは中止

○ 小中学校では、変異株に対応するため、感染対策を徹底

〇 一人一台端末を活用しオンラインの取組を



都立施設等の対応

〇 新たに以下の都立施設を休館
美術館・博物館 ： 東京都美術館、江戸東京博物館等
図 書 館 ： 中央図書館、多摩図書館等
劇場・ホール ： 東京芸術劇場、東京文化会館（無観客イベントを除く）
スポーツ施設 ： 駒沢オリンピック公園総合運動場、東京武道館等

（無観客イベントを除く）

〇 都立公園等の対応
運動施設・駐車場 ➡ 閉鎖
キッチンカー・売店 ➡ 出店とりやめ・営業休止

緊急事態措置期間中



 東京における新型コロナウイルスの過去約１年の感染状況と都の
対策を、第Ⅰ期から第Ⅲ期に分けて整理

 積み重ねた知見や経験を活かし、「新たな局面」における対策を
さらに強化し、緊急事態宣言下の難局を乗り越えていく

主な対策の強化

 戦略的・集中的な検査の拡充

 病床や宿泊療養施設のさらなる確保、保健所支援強化

 飲食店等への「徹底点検 ＴＯＫＹＯサポートプロジェクト」、
「コロナ対策リーダー」の取組支援

 踏み込んだ休業要請・時短要請（協力金支給）

新型コロナウイルス感染症対策に係る東京都の取組
-新たな局面を乗り越える-



補正予算の専決処分

予算規模 1,192 億円
本日、専決処分により、速やかに予算措置

休業や営業時間の短縮要請に伴い

感染拡大防止協力金の支給等を実施するため

補正予算を編成


